
協　　力＝城西大学現代政策学部ボランティア団体「アーツ・イン・エデュケーション」
後　　援＝文部科学省、外務省、厚生労働省、農林水産省、環境省、埼玉県、埼玉県   
                      教育委員会、埼玉県議会、坂戸市、鶴ヶ島市、坂戸市教育委員会、鶴ヶ島
                      市教育委員会、全国連合小学校長会、日本ユネスコ国内委員会、公益社団
                      法人日本 PTA 全国協議会、公益財団法人海外日系人協会、公益社団法人
　　　　　全国子ども会連合会、公益財団法人ボーイスカウト日本連盟、
                      全国新聞社事業協議会、産経新聞社
　　　　    さいたま総局、埼玉新聞社、テレ玉、
　　　　　城西大学水田 美術館
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※当館へのご来館は事前予約制
となります。詳しくはHPをご
覧いただくか、お電話にてお問
合せください。（049-271-7327）

左上：第 11回大賞作品　右上：第 12回大賞作品　左下：第 10回大賞作品　右下：第 17回大賞作品

開館時間＝午前 9時 30 分～午後 4時 30 分
休  館  日＝日曜日
観  覧  料＝無　料
会　　場＝城西大学水田美術館   2 階  ギャラリー 1、2
主　　催＝MOA美術館（公益財団法人岡田茂吉美術文化財団）、
　　　　　MOA美術館 坂戸・鶴ヶ島児童作品展実行委員会

坂戸・鶴ヶ島 児童作品展

19th 
MOA 美術館

エムオーエーびじゅつかん　さかど・つるがしま　じどうさくひんてん

問合せ先＝MOA 美術館　坂戸・鶴ヶ島
　　　　　児童作品展実行委員会 事務局　
　　　　　090-6450-9346（柾木）
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[ 電車の場合 ]
東武東上線坂戸駅乗り換えで東武越生線川角駅下車、踏切を渡り徒歩10分

[ お車の場合 ]
１.関越自動車道「鶴ヶ島 I.C」を出て、鶴ヶ島方面に進み国道 407号線を直進

※鶴ヶ島 I.Cより約 20分

２.「脚折町四丁目」交差点で右折し、右に「狩野動物病院」の看板がある交差点で右折
３.「一本松」交差点を毛呂山方面に直進
４.「万年橋」を渡り、「明海大学病院」の看板がある交差点を左折し直進、踏切を渡り
　 登り坂を進むと突き当りに城西大学正門入口

〒350-0295埼玉県坂戸市けやき台 1-1
1-1 Keyaki-dai, Sakado-shi, Saitama 350-0295 JAPAN
Phone :049-271-7327　https://www.josai.ac.jp/~museum/ 

※当館へのご来館は事前予約制となります。詳しくはHPをご覧いただくか、お電話にてお問合せください。（049-271-7327）

※水田美術館ホームページより「坂戸・鶴ヶ島児童作品展専用ページ」へアクセス
　してご覧ください。

※ご来館前日の午後 3時までにご予約ください。

※今後の状況によっては、開催内容の変更、延期または中止となる場合があります。詳細は当館ホームページ、 Twitter でお知らせいたします。

　今年度から坂戸鶴ヶ島展を城西大学の水田美術館で開催
することとなりました。
　MOA美術館児童作品展は子供が興味や関心をもった
ことを絵画によって表現させることで子供たちの豊かな心を
育むことを目的としています。 我々ボランティア団体はその
育む過程に携わり、 他にもさまざまな活動に対してサポート
していくなど自発的な活動をしていきたいと考えています。
　私たちが気を付けていることとして、 まず挙げられるの
は受入れ団体のスタッフに対してだけではなく、 来てくだ
さる方々にきちんとあいさつすることです。 基本的なことで
はありますがコミュニケーションを円滑にするためにも大切な
ことだと考えています。 また、 1 つひとつの作品を傷つけない
ように気を付けています。

ＱＲコードからの
予約が便利です▶

By train:From Sakado station of the Tōbu-Tōjō Line, take 
the Tōbu-Ogose Line and get off at Kawakado station. 
It is a ten minute walk to the university.

交通のご案内

学生代表　
村上　龍ノ介
（現代政策学部 3年）

1. MOA 美術館 外観（
熱海市）

2. MOA 美術館 坂戸・
鶴ヶ島児童作品展 第 1

7 回の様子 3. アーツ・イン・エデ
ュケーションによる第

17 回展示作業風景

　アーツ ・ イン ・ エデュケーションという団体名を使用した
のは 2年前からです。 活動に名前を付けた大きな理由は、
在学生だけでなく、 卒業生も地域の皆さまにも、 児童作品
展という活動にいつでも参加できる 「場」の提供をしたいと
いう目標を持ったからです。 この活動が好きならいつまで
でも児童作品展にかかわる仲間でありたいと思います。
　児童作品展には2015年から参加させて頂きました。
今後も、 「MOA美術館坂戸・鶴ヶ島児童作品展実行委員会
の事務局」の皆様におかれましては様々な形で参加して
いただきつつ、 新しい形の協働を目指し、 学生ボランティア
団体の活動の幅を広げていきたいと考えております。 新しい
取り組みとして、 今年度オンライン作品展も同時に開催

　今回このような状況下で開催されることを嬉しく思います。
開催するまでの準備期間を通してたくさんの方の協力が
あることを感じました。 今回のMOA美術児童作品展を
通してボランティア活動の現状を知り、 多くの人が何か得ら
れるものがあればと思います。
　今回のMOA美術館児童作品展で学んだことを生かし
継続性をもたせる活動にするためにどのようにしていけば
いいのかを考えていきたいと思います。 また、 これまで
以上に多くの方に参加、 来場していただけるような活動に
していきたいです。 今後も活動を通してたくさんの方の顔が
あふれ、 そんな居場所を作るためのサポートをしていきたい
です。

いたします。 一年間を通して１つの展示会を作り上げていく
という過程は大学生にとっても興味深い活動です。 様々な
年齢層の皆様との出会いを通して多くのことを吸収させて
頂ければと存じます。
　活動に際して、 学生のボランティア活動を城西大学水田
美術館がサポートをしてくれることとなりました。 水田美術館
であれば展示日数も以前より長く展示することが可能と
なります。 絵を飾ることが、 小学生の皆さんの思い出の
１ つとなり、 絵を飾られたことが何かの自信に繋がって
欲しいと願っております。 城西大学現代政策学部　

　　　　准教授　柳澤智美

2021年11 月 29 日（月）

　　       ～ 12 月 17 日（金）

公開期間
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オンラインでも
ご覧になれます

　　
アーツ ・ イン ・ エデュケーション　

　アーツ ・ イン ・ エデュケーションについて




